
（　別紙　）

令和６年10月

区分
令和５年度末
時点の活用率

活用額（円）

譲与額（円）

（１）森林経営管理制度関係事業

うち当該年度の森
林環境譲与税
（千円）

うち基金取崩
額

（千円）

うち他の財源
（千円）

① 森林所有者の
意向調査の準備
作業（森林の現
況把握、境界の
確認・明確化
等）

森林意向調査
準備支援業務
委託

6 6 0 0
所有者や境界
明確化の進展

当該地区における意向調査に必
要な地図の整備が進んだ。

① 森林所有者の
意向調査の準備
作業（森林の現
況把握、境界の
確認・明確化
等）

森林ビジョン
策定支援業務
委託

2,965 2,965 0 0 ビジョンの策定
町民が望む森の姿や森との関わり
方を明文化し、町民全体で共有す
るためのビジョンが策定された。

① 森林所有者の
意向調査の準備
作業（森林の現
況把握、境界の
確認・明確化
等）

森林ビジョン
策定

491 491 0 0 ビジョンの策定
町民が望む森の姿や森との関わり
方を明文化し、町民全体で共有す
るためのビジョンが策定された。

小計 3,462 3,462 0 0

森林経営管理法に基づ
く森林所有者への意向
調査を行う準備とし
て、所有者や境界の明
確化のための地区で所
有している図面を民間
事業者に委託してデー
タ化した。

これからの箕輪町の森
林の整備等に係る長期
的なビジョンの策定

これからの箕輪町の森
林の整備等に係る長期
的なビジョン策定
検討委員会委員報酬・
謝礼
アドバイザー謝礼

31,800

４　令和５年度　森林環境譲与税を活用した事業一覧

事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容 実績 事業効果

箕輪町森林経営制度及び森林環境譲与税活用事業実施状況

１　森林経営管理制度　市町村実施方針
　　別紙のとおり　（　箕輪町森林経営管理制度実施方針　）

２　森林環境譲与税導入の効果
　・町民の意見を取り入れ、町民が望む森の姿や森との関わり方を明文化した箕輪町森林ビジョンを策定した。
　・ながた自然公園の整備により観光客がより安全に公園を利用できるようになった。
　・危険木除去を含む私有林の整備ができた。
　・ペレットストーブの補助上限額を増額（10万円→20万円）し、導入実績も伸び（R4：2件→R5:6件）、地域産材の有効活用が進んだ。

３　森林環境譲与税の活用状況（全体像）

令和元年度～
令和４年度 令和５年度 計 未執行額の活用方針

23,632 7,086 30,718
97% 地区森林ビジョン策定後の各地区の森林整備

23,632 8,168



（　別紙　）

令和６年10月

箕輪町森林経営制度及び森林環境譲与税活用事業実施状況

（２）その他事業

うち当該年度の森
林環境譲与税（千

円）

うち基金取崩
額（千円）

うち他の財源
（千円）

③　私有林整備
危険木等除去
委託

1,743 811 0 932 ７箇所

費用面の制約などから整備するこ
とができなかった私有林の危険木
除去を含む整備を実施することで、
倒木等の被害を防ぐことができた。

④　公有林整備
（財産区有林含
む）

ながた自然公
園支障木伐採

1,023 1,023 0 0
公園内0.3haに
おいて支障木
除去を実施

支障木除去により倒木の危険を
減らすことができたことと、ま
た、整備で公園内の森林が明る
く快適になった。

⑥　林道・林業
専用道の整備・
維持修繕

堆積土砂撤去
等重機借上

440 440 0 0 １路線 林道の安全が確保された。

⑭　地域におけ
る木質バイオマ
ス利用推進

ペレットス
トーブ導入補
助金

1,200 1,050 0 150
６台（前年度比
＋４台）

地元産材の活用
温室効果ガスの削減

⑳　基金積立
（執行残額等）

基金積立 1,382 1,382 0 0
剰余金を基金
に積み立て

今後、森林経営管理法に基づく
森林整備が増えていくことが予
測されることから、その財源と
して活用できる

小計 5,788 4,706 0 1,082

合計 9,250 8,168 0 1,082

⑪　新たな組織の設立

⑫　その他（人材育成・担い手の確保）

⑬　木造公共建築物等の整備・内装木質化

⑭　地域における木質バイオマス利用推進

⑮　森林・林業の意義や木材利用促進に関する普及活動等

⑯　その他（木材利用・普及啓発関係）

⑰　基金積立（森林整備等）

⑱　基金積立（人材育成等）

⑲　基金積立（木材利用等）

⑳　基金積立（執行残額等）

⑨　林業就業者の育成（労働安全対策や林業機械の導入含む）

⑩　専門員の雇用

③　私有林整備

④　公有林整備（財産区有林含む）

⑤　森林保護対策

⑥　林道・林業専用道の整備・維持修繕

⑦　その他（間伐等の森林整備）

⑧　担い手の確保に向けた取り組み

②　森林所有者の意向調査

実績 事業効果

危険木及び支障木除去
を含む森林整備

５　今後の実施計画
１　地区森林ビジョンの策定
　町森林ビジョンに基づく森林整備を進めるため、地区ごとに個人有林や団
体有林の整備・管理を一体的に検討し、地区ビジョンを策定する。

２　森づくり・活用事業補助
　区や地域の団体が行う森林に関する研修・学習、森林整備、森林資源
の利活用等に対し補助金を交付する。

事業区分表

①　森林所有者の意向調査の準備作業（森林の現況把握、境界の確認・明確化等）

ながた自然公園内の山
林において、支障木除
去作業を実施

林道内の災害発生リス
クを抑えるための土砂
撤去や路面排水対策等
の実施

地元材の活用を促進す
るため、ペレットス
トーブの購入者に対し
て補助を行う。

事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容

今後、森林整備等を行
うための財源として、
森林環境基金を造成
し、剰余金を基金に積
み立て


